
項 ⽬ 内 容

名称 ハチ花粉 [英]Bee Pollen、Buckwheat Pollen、Honeybee Pollen [学名]-

概要 ハチ花粉は種⼦植物の花粉粒から構成されており、働きバチの体に付着した花粉そ

のもの、およびそれらを商業⽤に収穫したものをさす。ハチ花粉の成分組成は、花

粉を採取した植物や採取場所に⼤きく由来し、またハチミツやハチの唾液もたくさ

ん含まれているため、⼀定ではない。

法規・制度 ■⾷薬区分

・カフン (ガマ、ヒメガマ) 花粉︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材

料) 」に該当する。

・カフン (ガマ、ヒメガマ) 以外の花粉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医

薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・成分は植物の種類や産地によって⼤きく異なる (23) 。

・⽔分3〜16％、粗タンパク質5.9〜28.3％、アミノ酸および遊離アミノ酸14.6〜

21.9％、脂質1〜20％、炭⽔化物44％、単糖類4〜10％、フラボノイド類2〜

2.5％、ビタミン類などを含む (23) 。

・ある種の花粉にはペンタコサン、イソラムネチン配糖体、ナルシシン、遊離パル



ミチン酸、ステアリン酸、オリゴ糖、シトステロールなどを含むと報告されている

が、全ての花粉に存在するとは限らない (23) 。

分析法 -

有効性

ヒ

ト

で

の

評

価

循環器・

呼吸器

・調べた⽂献に⾒当たらない。

消化系・肝臓 ・調べた⽂献に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

・調べた⽂献に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 ・調べた⽂献に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

・調べた⽂献に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

・調べた⽂献に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ ・調べた⽂献に⾒当たらない。

発育・成⻑ ・調べた⽂献に⾒当たらない。

肥満 ・調べた⽂献に⾒当たらない。

その他 RCT

・競泳選⼿20名 (男性16名、⼥性4名、11.5〜20歳、イギリス) を対象とした⼆重

盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、花粉抽出物を含む製品を6 

週間摂取させたところ (摂取量不明) 、運動能⼒や持久⼒の向上には影響が認められ

なかった (PMID:7139223) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=7139223&dopt=Abstract
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